第1回　大阪府泉佐野丘陵地緑地 運営審議会

日時　平成26年5月8日（木）　14:00～17:00
場所　泉佐野丘陵緑地　パークセンター
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　教授　増田昇（会長）

大阪府立大学大学院　教授　下村泰彦

大阪市立大学大学院　准教授　嘉名光市

大阪ガス株式会社　　特任研究員　弘本由香里

大輪会　事務局長　中村学

泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　代表　松井弘
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副代表　山本喬
◆ 欠席

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行

うみべの森を育てる会　代表　西台幸子
◆ 傍聴者

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　4名
◆ 次第
1. 現地確認　　　　  14:00～

2. 開会、会長の選出　14:45～

3. 報告案件　3件
　　①Ｈ25年度　大輪会からの支援について

　　②Ｈ26年度　パークレンジャー養成講座について

　　③パーククラブ活動報告（3～4月）

4. 協議案件　2件　　 15:15～

　　①Ｈ26年度　中地区開設に向けた検討

　　②パーククラブ活動計画（4～6月）
5. 閉会              17:00
〇会長の選定について

・事務局より、会長を昨年度に引き続き増田先生にお願いしたいとの提案したところ、委員全員一致で承認された。
◆平成25年度 運営審議会　開催計画について
大阪府（以下、事務局）より平成26年度 運営審議会 開催計画について説明
＜報告案件1：平成25年度大輪会からの支援について＞
事務局より大輪会からの支援について説明
中村委員
・4月19日のタケノコ掘りイベントに参加させていただいた。非常に楽しいイベントであった。今後もこの公園がよくなるように支援したい。
＜報告案件2：平成26年度パークレンジャー養成講座について＞
事務局よりパークレンジャー養成講座について説明された。
増田会長
・年齢構成が10代から70代まで幅広いことに、新しい可能性を感じることができる。喜ばしいことである。
＜報告案件3：パーククラブ活動報告（3〜4月）＞
山本委員より、パーククラブの3〜4月の活動報告について説明
松井委員
・タケノコ掘りイベントでは、参加していただいた方々に、日頃のパーククラブの活動も体験していただいた。この活動も楽しかったという声をいただくことができたことはうれしい。今後はイベントだけではなく、ボランティア活動も体験していただけるようにしていきたい。
増田会長
・イベントを楽しむだけではなく、少し汗をかくような活動も来園者には体験していただくとよいだろう。園路整備や除草作業も楽しみながらできるということを経験していただきたい。
・北摂では、春先に村の子どもを野山で遊ばせる「免業」という行為がある。山裾に花が開花するように整備し、春先にみんなで、農家が子どもをつれて山桜を見るという伝統行事である。泉佐野市ではこのような行事はないのだろうか。
近藤委員

・特にそういった行事はない。山桜はところどころにあるが、それを活用して何かをしているという例は聞いたことがない。

増田会長

・山桜を活用した行事を興すことができると、おもしろいかもしれない。

・ホダ木の菌打ちも、イベントになるだろう。ドリルでホダ木に穴を開けて菌を打つという作業はおもしろい体験になるはずである。ホダ木は中地区だけで足りているのだろうか。 
山本委員

・まだ十分にあるはずである。しばらく不足することはないと思われる。

増田会長

・もし不足した場合には、東、西地区など、まだ手をつけていない公園用地の管理も兼ねて、戦略的にホダ木を集めるということも検討するとよいだろう。

松井委員
・現在、レンジャー広場横の棚田で稲作に取り組んでいるが、そこに流れている水に赤茶の成分が含まれている。以前に大阪府にて水質検査は実施していただいており、問題ないということだが、見た目が悪いため対策を検討していただきたい。
増田会長
・この周辺の土壌の特徴として、鉄分が多く含まれていることが原因であろう。丘陵地帯は鉄分が非常に多い。基本的には問題ないと思われる。
事務局
・専門機関に問合せをしたところ、泉佐野地域の水の特色であり問題はないという回答は得ている。大阪府として調査依頼をすれば、分析をしていただけるとのことである。調整中である。
＜協議案件1：中地区開設に向けた検討＞
〇開園日、開園時間、休園日、運営体制、およびオープニング月間について
事務局より、開設の概要およびオープニング月間について説明
松井委員
・開園した際に、パーククラブが実際にどういう形で運営に関わっていくのか、具体的に取り決めていく必要があるだろう。例えば公園案内をする場合に、どのようにパーククラブが関わっていくのかなど、具体的に協議していきたい。
・プログラムでは、例えば花苗づくり体験といったものが書かれているが、まだヤードができていない中で実際にこのようなことができるのかは疑問である。実態にあったプログラムを検討しなければならないだろう。
増田会長
・8月に開園するということは、泉南地域の各市町村に7月には広報を開始する必要がある。各市町村の広報は少なくとも2ヶ月前には依頼しなければならないはずなので、本来であれば現時点で広報内容が固まっていなければならない。次回の運営審議会を待たずに詰めておかなければ、間に合わないだろう。

・パーククラブが毎月10日間活動していくというのは、開園後も同じなのか。毎月10日間活動しているところに、一般の参加者はどのように参画するのか。あるいは、参画させないのか。また、通常の活動に加えて、例えば一般の方から「新たに昆虫観察会をやってください」といった声や「公園の見どころを解説してください」という声があった時に、どう対応していくのか。早急にパーククラブと大阪府で詰めるべきであろう。

・園内の案内は事前予約制としているところが多い。また、園路づくりや郷の館周辺の整備作業などは、通常であれば、一般市民は参加させない。しかし、月に一度は、事前予約によりボランティアとして参加していただくことも考えられる。毎回の活動に、当日に急に参加していただくのは、対応が難しくなるだろう。
松井委員
・昨年度は、一般ボランティアを公募したが、実際には応募がほとんどなかった。しかしながら、パーククラブとしては一般の方の参加も積極的に受付け、もしよければパーククラブにも入会していただきたいと考えている。
弘本委員
・パークセンターに常駐する職員も、開園後はいろいろな事業を運営していくことになる。そこに一般の来園者が次々にプログラムに参加することになると、運営が厳しくなると思われる。職員の役割分担を明確にし、体制を整えなければならないだろう。
事務局
・開園後は、現在のように全員で全ての事業に対応するのではなく、管理と工事、およびプログラム対応に分けて対応していく予定である。パークセンターに常駐する職員は、基本的にはプログラム対応に専属する予定である。
増田会長
・1ヶ月にどの程度の量のプログラムを実施する予定なのか。
事務局

・今のところ、最低でも1ヶ月の3分の2は何らかのプログラムを実施する予定である。

増田会長

・現実的に、ひと月に3分の2もプログラムを実施できるのかどうかは疑問である。プログラムを実施したところで、参加者が本当に集まるのか。最初は少しの量からスタートさせ、プログラムを開発する準備期間として捉えてはどうか。
嘉名委員
・プログラムに実施にあたっては、パーククラブでシフトを組んで対応されることになるだろう。実際にシフトをつくってみて、事前予約制などを試しに運用してみるとよいだろう。そうすると、決めておくべきことがわかるはずである。
増田会長
・あまり手を広げる必要はない。パークセンターに配置される職員3名と非常勤3名が、どんなプログラムを運用することができるのか。そしてそれは、パーククラブがどのような体制であれば運用することができるのか。まずはこれらを早急に洗い出し、実行可能なものだけを具体的に回してみるとよいだろう。例えば、100人の予約があった場合と、50人の予約があった場合、10人の予約があった場合を想定したときに、パーククラブはそれぞれ何班体制になるのか。タケノコ掘りイベントの場合は、参加者80名が10班に分かれ、同時にナルトサワギクの除去活動に取り組まれたという報告があった。この場合も、5班がナルトサワギクの除去活動に取組み、残りの5班は別の場所でタケノコ掘りに取り組むという形も考えることができる。このように、色んな方法でプログラムを実行してみるとよい。
・100人が1度に同じように動くということは難しい。例えばクラフト教室に100人を招いて実施することは難しいだろう。プログラムに応じて、柔軟に検討するとよいだろう。
嘉名委員
・プログラム以外にも、やるべきことはたくさんある。例えば、学校や幼稚園への営業活動も必要だろう。利用者のニーズとパーククラブが提供するプログラムを合致させるために、利用者の反応を調査する必要がある。また、秋の郷遊びイベントで活動の成果報告をおこなうということは、8月から11月の記録もとらなければならないということである。このように、従来の業務に加えてやるべきことが増加する。このことを念頭に置かなければならない。

下村委員
・パーククラブの10日間の活動日以外で公園での活動参加の要望があった時に、窓口の職員がどの程度までフォローするのかも検討しておくとよいだろう。
・プログラムの運営、周辺の小学校への案内など、どのような業務が発生するのかをパーククラブと大阪府の間で洗い出し、リストアップしておくとよいだろう。そうすることで、例えば事前予約制を実施するとしても、それは申請書を用いて運用するのか、そうするならばどのような書式にするのかなど、それぞれの業務において具体的に詰めなければならない点が洗い出されてくるはずである。
増田会長
・例えば、月に1度のクラフト教室の受講者が想像以上に多かった場合、回数を増やすことを検討する。あるいは、毎週予定していた観察会の参加者数が少なかったため、月に1度の開催にする。このように、各プログラムの滑り出しの状況を見ながら、プログラムの頻度を検討するとよいだろう。
・パーククラブはあくまでも公園管理のパートナーである。パーククラブの活動日である月10日以外の20日間に関しては、特別なイベントを除いては、パーククラブが不在であることを前提に検討しなければならない。ボランティアで協力していただいているので、月10日の中で可能な連携方法を検討するのが、基本的な考え方である。またパーククラブの10日の活動日すべてに一般参加者を招き入れると、パーククラブの本来の活動ができなくなることも念頭におかなければならない。
嘉名委員
・パーククラブの年間の活動日も既に決まっているならば、その活動日に合わせて、プログラムの運用方法を具体的に検討していくべきである。

増田会長

・プログラムの運用体制も、具体的に詰めておかなければならないだろう。パーククラブが主導し大阪府がフォローするという体制もあれば、その逆も考えられる。あるいは、各々が異なるプログラムを実施する体制もある。3班に分かれて3つのプログラムを同時に実施するという形もよいだろう。

松井委員
・マネジメント会議で、7〜9月の活動計画も早急に大阪府と詰めていく予定である。
増田会長
・パークセンターに常駐する職員には、常にパーククラブと連絡をとり、その活動のお手伝いをするという業務もある。パークセンターに常駐する4名は、プログラム対応だけではなく、パーククラブとプログラムを開発する、プログラムの段取りを立てる、プログラム当日の運営をする、各地に営業にいく、という業務が想定される。プログラム当日の運営など表向きの業務だけでなく、それらを下支えする業務がたくさん必要になる。
・この公園は、小さく始めて大きく育てるという精神でよいだろう。プログラムもはじめからたくさん実施する必要はなく、プログラムを徐々に育てていくという考え方で進めるとよい。

下村委員
・パーククラブの活動日以外の20日間に公園に立ち寄られる方々に対し、どのようなサービスを提供することができるのかを検討しなければならない。来園者が単に公園を見て帰るだけでなく、パークセンターに立ち寄った際にこの公園の情報を多く仕入れていただけるように、パークセンターに常駐する職員が解説できるようにしておかなければならないだろう。
増田会長
・パーククラブと大阪府で協議のうえ、オープニング月間のプログラムは5月中には合意形成しておかなければならないだろう。1つのメディアとしては泉南地域の市報などが考えられるが、これらに掲載するには、6月初めには依頼しなければならない。そのため、開園日も早急に確定させていく必要がある。
弘本委員
・一般的には、開園の少し前に内覧会をすることが多い。関係者やその家族、周辺地域の方々を招待する。これも広報に繋がるだろう。可能な範囲で検討すればよいのではないか。
・施設の一部を貸し出すことも想定されているようだが、そうする場合には、担当者を最低1名は設けなければならないほどの作業量が発生する。また、パークセンターに新たな職員を配置する場合は、その職員に対し研修を行うのが一般的な考え方である。こうしたことも検討しなければならない。まずは最低限必要な作業を洗い出し、具体的な体制を検討しなければならないだろう。
事務局
・施設の貸出しについては、当面の一般貸出は見合わせる予定である。

　今年度は公園の利用状況を見ながら貸出のルール作りを行う。
下村委員
・この公園は、他の公園の管理マニュアルをそのまま流用できないようなつくり方をしてきたはずである。通常の管理マニュアルに書き加えるべき内容が多くあるはずである。どういった内容を記載しなければならないのか、早急に整理するとよい。
増田会長
・開園後は自由利用とするのが、一般的な公園の考え方である。この公園はそうではなく、プログラム参加に重きをおく公園であるため、従来の公園とは異なる。しかしこのような利用形態は経験が乏しいため、まずは当面の半年ほどを助走期間と捉えるとよいだろう。
〇広報計画について
事務局より、パンフレット、マップ、およびホームページについて説明
近藤委員
・日根荘が文化庁より重要文化的景観に選定されたので、ぜひホームページなどでアピールしていただきたい。また、「アクセス」のところで、南海ウイングバス久ノ木バス停からの情報も掲載していただきたい。

・猛暑の対策としても飲料を販売することも検討してはどうか。公園の周辺も自販機が少ないため水分の調達が難しく、熱中症が危惧される。
松井委員
・「山辺の縁（えん）」という言葉や、「コト」という言葉が使用されているが、どの言葉を最も大切にしているのかがわかりにくいため、整理する必要があるだろう。
弘本委員
・コトが最も大切であるとは思うが、この土地にしかない特徴的な眺めなども大切なはずである。現在のホームページやパンフレットからは、これらがあまり見えてこない。景観や環境特性がわかる写真をもう少し多く盛り込むとよいだろう。舗装されていない道など、街中に住む人々には意外と響くものである。パークセンターの魅力も、発信できるとよい。
増田会長
・ホームページだと、「公園のみどころ」のページで、公園の自然の魅力をいかに発信するかが大切である。例えば、落ち葉が重なり柔らかくなっているところを歩くときの感触が、子どもにとって新鮮であることや、池の堰堤に立った時にりんくうタウンから関西国際空港辺りまで一望できるといったことである。この辺りの魅力が、「公園のみどころ」に掲載されるとよい。
近藤委員
・この公園には、周囲がすべて緑に囲まれた空間がある。これは他にはない魅力だと思うので、アピールするとよいだろう。
増田会長
・マップは、方位だけでなく縮尺もいれたほうがよいだろう。正確な縮尺でなくてよい。

・これらのホームページやパンフレットが生きたものになるには、関わり方を定義する必要がある。プログラムに参加したい人はどうやって応募するのか、また何名まで受け付けてもらえるのかなど、ホームページを見ればすぐにわかるようにしておかなければならない。

・一般の方が公園に企画を持ち込む際も、企画の申請から実施までのプロセスを具体的に詰めておかなければならないだろう。持込みの企画に対しては審査をする必要もあるはずであるから、3ヶ月に１回の受付にするなど、具体的に定義しなければならないだろう。
・パーククラブは、毎年の養成講座の卒業生で構成されているが、今後もこの形態を続けるのかどうかは検討しなければならないだろう。例えば、一週間の集中講義を設けて、受講生はそれをクリアすれば、一定の範囲の活動に参加できる「準会員」にするなどの形態を考えることもできるだろう。
山本委員
・4月27日のパーククラブ総会を開催した際には、11名の退会があった。主な理由は体調不良であったが、1人1人と電話で話す中で、開園したら公園に遊びにいきたいという声が多かった。実際には、このような方々にイベントの時だけでも手伝いに来ていただけると助かる。今後は、このような方々でも活動に緩く参加できる仕組みも検討しなければならないと考えている。
増田会長
・最低限の講習を受ければ準会員になることができる仕組みを、現実的に検討するとよいだろう。
・ホームページの「サポーターになろう」のページについても、このページで寄付を受け付けることができるようにしておくべきであろう。「ふるさと納税」のような受け皿を設けるなど、検討するとよい。サポーターになりたい方は、例えばファンクラブのようなものに入会してもらい、年会費を支払っていただく。そしてその対価として年4回のニュースレターを届け、残りの資金は公園の維持管理に活かすという仕組みが想定される。このような仕組みを検討しなければ、「サポーターになろう」のページは実態が伴ってこないだろう。
下村委員
・周辺環境の中でのこの公園の位置づけを明示することも、検討するとよいだろう。周辺の文化的景観が多くあるので、この公園から周辺環境にもリンクさせてはどうだろうか。午前中は公園を回り、午後は周辺を回るなどのケースを想定できるだろう。

・パーククラブの定点観測結果をホームページに掲載することを検討するとよいだろう。記録を整理しながら、今後の情報更新を進めていくとよい。しかしこの作業は負担も大きいため、今後想定される業務として認識しておくとよい。
増田会長
・近隣の観光に関するマップは、大阪府ではなく泉佐野市が検討したほうがよいのではないか。既に泉佐野市がマップをつくっているのであれば、それを公園のマップにどう反映させるのかを、大阪府と泉佐野市の間で協議するとよいだろう。
・りんくうタウン駅の中に、泉南地域の案内コーナーができている。このようなところに、どのような営業をすることができるかを検討するとよいだろう。周辺地域も含めた観光に関しては、泉佐野市に公園の活用方法も含めて検討していただくとよい。
・泉佐野市の観光協会などに公園へ取材にきてもらい、ケーブルテレビなどに放映していただくことも検討するとよいだろう。
近藤委員
・校園長会で、大阪府より公園を紹介していただいたが、反応はどうだったか。
事務局
・付近の小、中学校の先生から、前向きなご意見をいただいた。興味をもっていただけたと思うので個別に訪問したいと考えている。また付近の幼稚園の先生方は、公園を見に来られ、遠足などに利用したいと言われていた。
近藤委員
・地元の町内会や校園長会も、内覧会にお呼びするとよいだろう。
〇サイン計画について
事務局より、各地区の名称及びサイン計画について説明された。
増田会長

・公園の愛称を募集するタイミングで、パークセンターの愛称も募集するとよいかもしれない。あるいは、パーククラブより提案のあった名称を適用するかどうか、検討していただきたい。また、「郷の小径（こみち）」以外の道にも名称をつける必要はないか。全ての道に名称をつける必要はないが、尾根を走っている道など、検討するとよいかもしれない。
事務局
・案内板を設置する上では、道に関しては名称がなくとも問題ないと考えている。案内板に記載が必要な広場等の名前をご確認いただければ。
増田会長
・パークセンターの名称については、正式名称はパークセンターとして、愛称の検討は事務局に任せることとする。
・国道や府道への公園案内板の設置については、今の時期から動き始めたほうがよいだろう。
＜協議案件2：パーククラブ活動計画（4〜6月）について＞
・松井委員より、パーククラブの新体制および活動計画について説明

増田会長
・工種別に、世話人の役割を担う方々を設定する必要はないだろうか。役員のみで全ての活動を世話するのは、困難ではないかと思われる。
松井委員
・工種別に3名程度の世話人を設けることを考えている。工種別の活動を実施する際には、その3名のうち必ず1名が出席するようにする。
増田会長
・定例会議を廃止されたことによる弊害はあるかもしれない。
山本委員

・現状は、活動の初めと終わりに軽く打合せを行っており、そこで会員の意見を集めることができている。現状はそれが会議の代わりになっている。
事務局
・次回の審議会　6月下旬に開催予定。日程は別途調整し、ご報告させていただく。
